
５
月
２
１
日

 
作
文
課
題
に
つ
い
て

 

１
．
今
回
の
課
題
に
つ
い
て

 

 
・
今
回
は
、
↓に

あ
る
２
．
コ
ン
ク
ー
ル
リ
ス
ト
に
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
一
つ
選
び
、
作
文
を
書
き
ま
す
。

 

 
・
リ
ス
ト
は
昨
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）
の
も
の
で
す
。
今
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）
も
開
催
さ
れ
れ
ば
コ
ン
ク
ー
ル
に
申
し
込
め
ま
す
。

 

 
・
今
年
度
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
な
け
れ
ば
、
別
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
振
り
分
け
て
申
し
込
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 

 
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
申
し
込
ま
な
い
場
合
も
、
作
文
は
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
・
作
文
用
紙
が
印
刷
し
た
り
、
購
入
し
た
り
で
き
な
い
場
合
は
、
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
や
ノ
ー
ト
に
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
・
先
週
の
課
題
の
内
容
を
使
っ
て
作
文
を
書
い
て
も
も
ち
ろ
ん

O
K
で
す
。

 

 ２
．
コ
ン
ク
ー
ル
リ
ス
ト
（
２
０
１
９
年
の
も
の
）

 

番号
 
コ
ン
ク
ー
ル
名

 
字
数
・枚
数

 
※
表
紙
を
除
い
た
分

 
テ
ー
マ
・内
容
・備
考

 
賞

 
副
賞

 

Ａ
 

に
れ

 
専
用
原
稿
用
紙
 
 

１
～
１
０
枚
程
度
 

 
『
思
索
』
、
『
鑑
賞
批
評
』
『
創
作
（
小
説
・
詩
等
）
』
『
書
写
』
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
文
を
募
集
。

 

【
希
望
者
は
夏
休
み
前
に
国
語
の
先
生
に
申
し
出
る
】
 

毎
年
、
作
品
集
の
「
に
れ
」
が
発
行
さ
れ
、
中
央
中
か
ら
も
例
年
、
何
名
か
の
作
品
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
《
札
幌
市
》
 

に
れ
賞
１

 

部
門
賞

 

に
れ
賞
、
部
門
賞
は
表
彰
有
り
。 

上
記
賞
以
外
の
作
品
も
「
に
れ
」

に
掲
載
す
る
可
能
性
有
り
。
 

Ｂ
 

第
6
5
回
青
少
年

 

読
書
感
想
文

 

コ
ン
ク
ー
ル

 

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
 

3～
5
枚
 
９
／
４
 

下
記
の
課
題
図
書
、
も
し
く
は
自
由
に
読
ん
だ
本
に
つ
い
て
の
感
想
文

 

「
課
題
図
書
」
…
①
『
星
の
旅
人
』
（
小
峰
書
店
）

 
 
 
 
②
『
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
』
（
偕
成
社
）

 

③
『
サ
イ
ド
・
ト
ラ
ッ
ク
』
（
評
論
社
）
 

優
秀
作
品
は
全
道
・
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
る
。
入
賞
作
品
に
は
賞
状
等
。
《
札
幌
市
→
北
海
道
→
全
国
》

 

特
別
賞

2
0 

優
良
賞
・
佳

作
賞
・
努
力

賞
 

特
別
賞
は
中
央
図
書
館
で
表
彰

式
有
り
。
 

Ｃ
 

社
会
を

 

明
る
く
す
る
運
動

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
学
生
の
部
）

 

4
00

字
詰
原
稿
用
紙
 

3
～
5
枚
 

“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
『
日
常
の
家
庭
生
活
、
学
校
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯

罪
・
非
行
の
な
い
地
域
社
会
作
り
や
犯
罪
・
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
』
な

ど
を
題
材
と
し
、
い
き
い
き
と
表
現
し
た
も
の
。
１
校
３
作
品
ま
で
。
《
校
内
→
中
央
区
→
札
幌
市
》

 

優
秀
賞

 
 

入
賞
作
品
に
は
賞
状
 

記
念
品
 

Ｄ
 

税
に
つ
い
て
の

 

作
文

 

4
00

字
詰
原
稿
用
紙
 

2
～
3
枚
 
９
／
４
 

・
内
容
：
題
材
は
自
由
。
内
容
が
税
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。
（
例
：
税
の
し
く
み
や
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
家

庭
な
ど
で
見
聞
き
し
た
こ
と
、
税
に
つ
い
て
学
ん
だ
と
き
に
感
じ
た
こ
と

 な
ど
。
）
 
《
札
幌
市
→
北
海
道
→
全
国
》
 

市
長
賞
５

 
・
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
 

・
入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
 

Ｅ
 

第
6
8
回
全
国
小
・

中
学
校
作
文
コ
ン

ク
ー
ル

 

4
00

字
詰
原
稿
用
紙
 

3
枚
以
上
 
９
／
１
１
 

読
書
感
想
文
、
創
作
文
（
物
語
）
も
可
。
運
動
会
・
遠
足
・
夏
休
み
の
思
い
出
・
部
活
動
・
家
族
や
友
人
の
こ
と
・
好

き
な
動
物
・
趣
味
な
ど
自
由
に
書
い
て
良
い

 

最
優
秀
賞
１

 

優
秀
賞
３

 

特
別
賞
２

 

入
賞
作
品
に
は
賞
状
 

記
念
品
 

Ｆ
 

第
5
3
回
中
学
生

 

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

 

4
00

字
詰
原
稿
用
紙
 

3
～
4
枚
 
９
／
６
 

（
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
）

 

内
容
が
生
命
保
険
（
医
療
保
険
・
介
護
保
険
・
個
人
年
金
保
険
な
ど
を
含
む
）
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
作
文

 

最
優
秀
賞
な

ど
１
２
賞

 

上
位
８
賞
に
賞
状
と
奨
学
資
金
 

表
彰
式
＆
ﾃﾞ
ｨｽ
ﾞﾆ
ｰに

招
待

 

応
募
者
全
員
に
「
デ
ル
ガ
ー
ド
」 

Ｇ
 

中
学
生

 

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

 

専
用
原
稿
用
紙
 

９
０
０
字
以
上
 

１
０
０
０
字
以
下
 

テ
ー
マ
「
新
時
代
に
思
う
こ
と
」

 

【
希
望
者
は
夏
休
み
前
に
国
語
の
先
生
に
申
し
出
る
】
 

札
幌
地
区
賞

 

優
秀
賞

 

入
選

 

 



３
．
作
文
の
体
裁
に
つ
い
て

 

 
・
そ
れ
ぞ
れ
の
字
数
制
限
、
テ
ー
マ
や
内
容
を
よ
く
読
み
、
自
分
が
書
き
た
い
作
文
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
ク
ー
ル
を
１
つ
選
ぶ
。

 

 
※
特
に
字
数
・
枚
数
に
関
し
て
は
必
ず
守
る
こ
と
！
表
の
字
数
は
表
紙
を
除
い
た
枚
数
・
字
数
で
す
！

 

 
・
原
稿
用
紙
１
枚
目
を
表
紙
と
し
て
、
原
稿
用
紙
の
右
側
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
。（

別
紙
参
照
）

 

 
・
原
稿
用
紙
２
枚
目
は
、
１
行
目
か
ら
１
マ
ス
空
け
て
、
本
文
を
書
き
始
め
る
こ
と
。

 

 
・
原
稿
用
紙
は
右
上
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
留
め
て
提
出
す
る
こ
と
。

 

 ４
．
注
意
点

 

・
個
人
名
が
入
っ
た
作
品
を
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

 
・
個
人
情
報
な
ど
の
関
係
で
、「

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
。」

と
い
う
場
合
は
、
表
紙
の
左
下
に
「
コ
ン
ク
ー
ル
×
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
応
募
し
な
い
場
合
も
学
校
に
は
宿
題
と
し
て
提
出
し
ま
す
。）

 

 
・
他
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
申
し
込
ん
だ
作
文
を
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

 
 



 ５
．
表
紙
（
一
枚
目
）
に
つ
い
て

 

                           

「夏休みの思い出」 

○年○組○番 中央 一郎 

      

性別 ○ 

        

学校住所 北海道札幌市中央区 

北四条東三丁目一番一号 

 

学校名  札幌市立 中央中学校 

        

電話番号 ０１１２４１６２６６ 

ＦＡＸ  ０１１２４１６３５９ 

        

 指導教諭 ○○ ○○ 先生 

        

 コンクール名 

  「○○○○○○○○○○○○」 

右
上
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
止
め
る

 

欄
外
右
下
に

 

コ
ン
ク
ー
ル
の
番
号

 

（
Ａ
～
Ｇ
）

 

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し

な
い
人
は
欄
外
左
下
に

 

「
コ
ン
ク
ー
ル
×
」

 

チュウオウ  イチロウ 

ホッカイドウ  サッポロシ チュウオウク 

キタヨジョウヒガシサンチョウメ イチバン イチゴウ 

サッポロ シリツ   チュウオウ チュウガッコウ 

表
紙
の
内
容

 

①
題
名

 

②
学
年
・
組
・
番
号
・
・
・
○
年
○
組

 
○
番
 

③
氏
名
・
・
・
・
・
・
・
・
フ
ル
ネ
ー
ム
で
（
フ
リ
ガ
ナ
）

 

④
性
別
・
・
・
・
・
・
・
・
性
別

 
○

 

⑤
学
校
所
在
地
・
・
・
・
・
北
海
道
札
幌
市
中
央
区

 

北
四
条
東
三
丁
目
一
番
一
号

 

⑥
学
校
名
・
・
・
・
・
・
・
北
海
道
 
札
幌
市
立

 

中
央
中
学
校
（
フ
リ
ガ
ナ
）

 

⑦
学
校
電
話
番
号
・
・
・
・
０
１
１
―
２
４
１
―
６
２
６
６

 

（
漢
数
字
で
は
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
）

 

⑧
学
校
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
・
・
０
１
１
―
２
４
１
―
６
３
５
９

 

（
漢
数
字
で
は
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
）

 

⑨
指
導
教
諭
・
・
・
・
・
「
指
導
教
諭

 
○
○

 
○
○
」
 

１
年
生
→
山
田

 
翔
子

 
先
生
・
小
笠
原

 
太
郎

 
先
生

 

２
年
生
→
柏

 
た
ま
き

 
先
生
 

３
年
生
→
山
田

 
翔
子

 
先
生
・
小
笠
原

 
太
郎

 
先
生

 

⑩
選
ん
だ
コ
ン
ク
ー
ル
の
番
号
（
欄
外
の
右
下
に
記
入
）

 

 
表
面
の
表
、
左
端
に
あ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
参
照

 

⑪
選
ん
だ
コ
ン
ク
ー
ル
の
名
前

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



中央中学校 １学年 臨時休業中課題 社会科④ 

1 年  組  番 名前           

 

例：日本 →  東京   

 

①マレーシア   →          

②エジプト    →          

③フランス    →          

④ボリビア    →          

⑤サウジアラビア →          

⑥中国      →                 

⑦大韓民国    →          

⑧オーストラリア   →                 

⑨インド     →          

⑩イタリア    →          

・地図帳 158～160 ページを参考に、下の①～⑩の国の首都を調べて、例のように

書きなさい。 

※印刷できない場合は、解答のみをノートなどに書きましょう。 



中央中１年臨時休業中学習課題 数学④ 

2020.5.21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～学習課題～ 

ワーク「使いこなす数学①」のＰ12～14まで取り組み、〇つけをしましょう。 

 

※ワークは１章が終わるごとに提出してもらうので、臨時休業明けすぐの提出は

ありません。 

～〇つけの仕方～ 

 ①解答の冊子の各ページの上にある「解答」を見て、まずは赤で〇つけをする。 

※全部合っているからといって大きく全体に〇をつけるのではなく、１つ１つに。 

 

②間違えた問題は、正しい答えを赤で記入し、解説をよく読んで理解する。 

 ※この際、間違えた問題等を別のノートに書きためておくと、自分がどんなこ

とに間違いやすいのか傾向がつかめるので、テスト前などに振り返るときに

効率が良くなる。 

 ～乗法と除法の混じった式についての補足～ 

 

  ワークＰ１２の最初の方に、乗法と除法の混じった式は、乗法だけの式に直し…

とありますが、必ずしも乗法に直す必要はありません。 

 

  例えばＰ１２の(２)のような問題だと、単純に除法をやった方が楽な時もありま

す。 

 (－３６)÷(－４)×(－７) 

＝(＋９)×(－７) 

＝－６３ 

 

  乗法に直した時のメリットとして、計算の順序を変えられる(乗法の交換法則)

ということがあげられますが、上記のように割り算を残したまま計算するときは、

順序は変えられないので注意です。 

 

 (－３６)÷(－４)×(－７) 

＝(－３６)÷(＋２８) 

＝−
9

7
   

 

 

 

 

 

このやり方は間

違いです！ 



理科問題プリント 月　　日（　　）

① 地震が発生した地下の場所を何といいますか。

② 震源の真上にある地表の位置を何といいますか。

③ 地震のとき，はじめにくる小さなゆれを何といいますか。

④ 地震のとき，後からくる大きなゆれを何といいますか。

⑤ はじめの小さなゆれを伝える波を何といいますか。

⑥ 後からくる大きなゆれを伝える波を何といいますか。

⑦ Ｐ波とＳ波の届いた時刻の差を何といいますか。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

啓林

理科問題プリント ２回目！！

年　　組　　番　　名前 /7問



 

 

 

 

 



中央中学校独自 １学年英語休校期間中課題④   1 年  組   番 名前                

ローマ字で名前や地名を書いてみよう！！ 
 

1. 英語とローマ字のちがい 

ローマ字は、アルファベットを使って「あいうえお」の 50 音書き表したものです。アルファベット

を使うのは英語だけど、ローマ字は日本語をアルファベットで表したものなので、英語とは全く別のも

のです。日本語の「ねこ」をローマ字で表すと「ne（ね）」「ko（こ）」＝「neko」ですが、英語では「cat」

ですね。ただ、ローマ字は英語の勉強に役立ちます。みなさんの毎日の生活でも、ローマ字は沢山見か

けられます。例えば… 

・みなさんの名前をアルファベットで書くとき  

・地名や駅名を外国人にもわかるように表記するとき 

・パソコンのキーボードで文字を打つとき           など日常生活で必要なものです 

 

2. 課題１：ローマ字版 50 音表を完成させよう！（教科書 P.132 などを参考に） 

基本となる「あいうえお」は「a, i, u, e, o」（母音）で表します。それに子音「k, s, t, n, h, m, y, r, w」

を組み合わせます。例えば、「t（トゥ）」＋「a（ア）」＝「ta（タ）」になります。 

 a i u e o 

 
あ い う え お 

k 
か き く け こ 

s 
さ ※し す せ そ 

t 
た ※ち つ て と 

n 
な に ぬ ね の 

h 
は ひ ※ふ へ ほ 

m 
ま み む め も 

y 
や  ゆ  よ 

r 
ら り る れ ろ 

w 
わ    を 

 
ん     



中央中学校独自 １学年英語休校期間中課題④   1 年  組   番 名前                

g 
が ぎ ぐ げ ご 

z 
ざ ※じ ず ぜ ぞ 

d 
だ ※ぢ づ で ど 

b 
ば び ぶ べ ぼ 

p 
ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ 

ky 
きゃ  きゅ  きょ 

sh 
しゃ  しゅ  しょ 

ch 
ちゃ  ちゅ  ちょ 

※「し」、「ち」、「つ」、「ふ」、「じ」、「ぢ」、「ず」は注意！（発音のちがいが原因） 

 

3. 課題２ 〜ローマ字で書かれた次の地名をひらがなにしてみよう〜 

1.  Chuo   2. Hokkaido   3. Yubari   4. Osaka   5. Tsukisamu   6. Nippon 

1.      2.       3.      4.      5.      6.       

 

4. 課題３ 〜漢字で書かれた次の地名をローマ字にしてみよう〜 

1.  大通   2. 旭川   3.白石   4. 東京   5. 札幌   6. 桑園 

1.   2.   3.    

 

4.   5.   6.    

 

5. 課題４ 〜自分の名前をローマ字で 2 回書いてみよう〜 

名前と苗字の間は１文字分あけ、最初の文字は大文字にします。（例：Taro  Tanaka） 

日本語では、「苗字 名前」の順番ですが、英語は「名前 苗字」の順番が基本です。 

 

 

※模範解答有り。学校ホームページ内「学習支援（１年動画）」の「解答プリント」で丸付けしよう！ 

地名や人名の最初は大
文字、他は小文字だよ 
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学
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第

1
学
年

 
保
健
体
育
科

 
陸
上
競
技

 
5
/2

1
学
習
課
題

 

短
距
離
走
の
ス
タ
ー
ト
方
法
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

 
 

1
年

( 
 

)組
 

( 
 

)番
 
氏
名

( 
 

 
 

 
 

 
 

 
)        

        ≪
課
題
➀
≫

 

ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
の

3
種
類
の
内
、
自
分
に
合
っ
た
足
の
幅
の
ス
タ
ー
ト
方
法
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

(※
目
安
は
「
用
意
」
の
姿
勢
に
な
っ
た
時
に
グ
ラ
グ
ラ
し
な
い
で
安
定
す
る

) 

≪
課
題
②
≫

 

「
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
」
の
方
が
走
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
理
由
と
「
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
」
で
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
予
想
し
て
、
自
分
で
考

え
た
こ
と
を
具
体
的
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

 

     

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー
ト

 
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス
タ
ー
ト

 

ど
う
し
て
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
の
方
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
る

?
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
ろ
う

?
 

 小
学
校
の
頃
は
こ
の
ス
タ
ー
ト
方
法
が
多
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な

?
 

ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
は
前
後
す
る
足
の
幅
に
よ
っ
て

3
種
類
あ
り
ま
す
。

 

        

位
置
に
つ
い
て

 

O
n
 y

o
u
r m

a
rk

 

用
意

 

S
e
t 

 

中
学
校
で
の
短
距
離
走
は
こ
の
ス
タ
ー
ト
方
法
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
各
種
短
距
離
走
の
大
会
で
は

こ
の
ス
タ
ー
ト
方
法
の
選
手
が
ほ
と
ん
ど
で
す
ね
。

 


